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埼玉大学国語教育学会会則

第１条（名称）	 本会は埼玉大学国語教育学会と称する。

第２条（目的）	 本会は国語教育及びそれに関連する諸領域の研究の進展をはかり、併せて会員

　　　　　　　　　相互の親睦をはかることを目的とする。

第３条（事業）	 本会は前条の目的を達するため、次の事業を行う。

	 　１　機関誌の発行

	 　２　研究会、講演会の開催

	 　３　その他必要と認められる事業

第４条（会員）	 本会は次の会員をもって組織する。

	 　１　教育学部教官・学部学生・大学院生・卒業生・修了生

	 　２　その他本会の趣旨に賛同し、評議委員会の承認を得たもの

第５条（会員の特典）	会員は本会の発行する機関誌の配布を受ける。また機関誌に投稿し、研究発表

　　　　　　　　　会において発表できる。

第６条（役員）	 本会に次の役員をおく。

	 　１　会長　　　　１名

	 　２　副会長　　　１名

	 　３　評議委員　　若干名

	 　４　運営委員　　若干名

	 　５　会計監査　　２名

第７条（役員の責務）本会の役員は、次の責務を有する。

	 　１　会長は会を代表し、会務を統轄する。

	 　２　副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は副会長がその任を代行する。

	 　３　評議委員は会の運営に関する事項を審議し決定する。

	 　４　運営委員は会務を執行する。

	 　５　会計監査は会計を監査する。

第８条（役員の選出）	本会の役員は次の方法により会員の中から選出し、総会の承認を得るものと

　　　　　　　　　する。

	 役員の任期は１年とし、重任をさまたげない。

	 　１　会長及び副会長は本学国語教育講座教官から選出する。

	 　２　評議委員・運営委員・会計監査は会員より選出する。

第９条（総会）	 本会は年一回の総会を開き、事業報告、予算決算の審議承認、役員選出などを

　　　　　　　　　行う。

第 10 条（会計）	 本会の経費は会費その他をもってこれにあてる。会費の額は総会で決定する。

第 11 条（会計年度）	 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わるものとする。

第 12 条（事務局）　	 本会の事務局は埼玉大学教育学部国語教育講座内におく。

第 13 条（会則の変更）	本会の会則の変更は総会の議を経るものとする。

付則

　１　本会則は平成９年４月１日より施行する。

　２　本会則は平成 13 年 11 月 17 日より施行する。

埼玉大学国語教育学会会計規則

第１条　本会の会費（年額）は次の通りとする。

　　　　　教育学部教官	 5,000 円

　　　　　学部学生	 1,500 円（但し、卒業予定年度まで一括前納）

　　　　　大学院生・卒業生・修了生	 3,000 円

　　　　　その他一般会員	 3,000 円

第２条　納付済みの会費は返還しない。

第３条　本規則の変更は総会で決定する。

付則	

　１　本規則は平成９年４月１日より施行する。

　２　本規則は平成 11 年 10 月 30 日より施行する。
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